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1. フッサールの明証論──明証の三つの種類  
 明証とは、簡単に言えば「確かさ」の経験のことを指す。フッサール初期の著作である
『論理学研究』 (1900/01) では、明証とは「真理の『体験』にほかならない」(Husserl 1975, 
193)  と言われる。しかし、この言葉を文字通りに受け止めようとして、その意味合いを
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（A）必当然的明証（apodiktische Evidenz）  
（B）推定的明証 （präsumtive Evidenz） 
































































 他方、『論理学研究』以来、明証には程度差がある、と言われていた (Husserl 1984, 646–


























































































































































































































































































































かが「現に」（Da）という仕方で現われていることとも解釈することができる。田口 (2010, 241–242, 341注
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